
米国国立公文書館で見つかった航空写真が語る伊勢湾台風被害の全貌
（3 m×6 mの巨大地図．一般財団法人日本地図センター制作・提供，減災館所蔵．）

〒464-8601 名古屋市千種区不老町　Tel: 052-789-3468　Fax 052-789-5023 
開館時間︓13:00-16:00　　休館日 ︓日祝・月・火曜日、 最終土曜日
※天候、行事等の諸事情により上記以外でも急遽休館になる場合がございます。
※最新の情報は HP にてご確認ください。
http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/

第36回特別企画展

　我が国における近代最悪の風水害である伊勢湾台風

は、低気圧と強風による最大級の高潮に加え、豪雨によ

る大規模洪水も伴って多くの地域で海岸・河川堤防を決

壊させました。伊勢湾沿岸地域の堤防決壊は 255 地区、

36,800 m にも及び、広大な海抜ゼロメートル地帯を抱

える濃尾平野では、浸水が長期化して過酷な生活を余儀

なくされました。

　あれから 65 年、気候変動に伴って風水害が激化し、

内湾に面した沿岸地域では特に、巨大台風の襲来に伴う

大規模水害が懸念されています。当時の壊滅的な浸水被

害からいかに脱したのかなど、伊勢湾台風は将来に向け

た備えを進める上で、多くの教訓を含んでいます。

　名古屋大学減災連携研究センターでは，伊勢湾台風の

詳細な記録資料を発掘・収集し、GIS などを用いた最新

の調査研究に取り組んでいます。

　この企画展では，改めて浮き彫りになった重要な事実、

新たな知見を皆さんと共有し、迫りくるスーパー伊勢湾

台風に対し、共に備えていきたいと思います。

監修︓田代　喬、倉田和己、荒木裕子

①9.25( 水 )︓倉田和己
「地図と新聞記事を通じた伊勢湾台風の追体験」
②9.26( 木 )︓田代 喬

「災害対応・復旧記録資料の調査分析と検証」
③10.5( 土 )︓富田孝史

「高潮災害とそれに対する備え」
④11.2( 土 )︓荒木裕子

「伊勢湾台風・大規模浸水による避難の様相」
⑤12.7( 土 )︓田代 喬

「伊勢湾台風災害からの応急復旧を記録資料からひもとく」
■時間︓いずれも 13︓30 ～
■場所︓減災館 ①③④はホール、②⑤は 2 階展示エリア

スペシャルギャラリートーク

2024

9.19( 木 ) ～

12.21( 土 )

伊勢湾台風から６５年
～災害対応・復旧記録資料の
　調査分析と検証から～

9.26( 木 ) のスペシャルギャラリートーク
では、展示内容を紹介します
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伊勢湾台風により被災した金川製造所・港明製造所

（東邦ガス提供）

2024

9.19( 木 ) ～

12.21( 土 )

仮締切工事に携わった市民による作業の様子

（高浜市提供）

堤防決壊した日光川水系東小川左岸の仮締切工事

（名古屋市土木局撮影 ,名古屋大学所蔵）


	「伊勢湾台風から65年」チラシ(表面)s.pdf
	「伊勢湾台風から65年」チラシ(裏面)s.pdf

